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メタン発酵消化液の簡易曝気処理における処理温度の影響（短報）

大泉長治・山口岑雄

（ ）

目　　　　　的

　家畜排せつ物の処理は土地還元利用が基本であり、固
形物については堆肥化利用を前提とした技術が普及定着
している。しかし、尿等の液状物は性状が大きく異なっ
たり、取り扱いに難しい面がある。その対応として液状
物を曝気処理し液肥化した後に利用する方法がある。
　近年、家畜ふん尿がバイオマス資源として再認識され、
メタン発酵によるエネルギー回収の取り組みもなされて
いるが、メタン発酵で産生される消化液に対する還元利
用や浄化処理等の対応策については、経済性を含め十分
検討する必要がある。
　経済的には消化液も土地還元が有利であることは既に
指摘されているとおりである。そこで、消化液の利用促
進を目的に簡易曝気処理を試みる際の処理温度の影響に
ついて検討した。

材料および方法

　メタン発酵消化液は、 町メタン発酵施設の牛ふんを
主体とする消化液を利用した。試験は 20 容のポリタン
クに 15 の消化液を入れ、曝気量を１日１㎥あたり換算
で 50㎥の一定とし、処理温度は 20℃、30℃、40℃の 3
区を設け、各区の消化液の経時的性状変化（ 、 、水分、
、 、 、 等）及び発芽率を 2週間調査した。

　発芽試験は、試料の を 2 0 以下となるよう蒸
留水で調整した後、コマツナ種子を用いて 30℃ 3日間培
養を行う方法で実施した。対照区は純水を用いて培養し
た。

結　　　　　果

　処理温度の影響調査で使用した消化液の性状は、水
分 97 4 ％、 7 5、 2 75 、 20 230 、
2 800 、 4 1 500 、 2 5 1 192 、 2

4 096 、 2 379 、 1 260 であった。
経時的に の上昇、有機物の分解に伴う灰分の上昇、
、 の減少、粘度の低下、及び水分の蒸散に起因す

ると思われる やミネラル類の濃度の上昇等が観察さ
れた（表１）。
　有機物分解率及び粘度の変化は、設定温度の中で温度
が高いほど分解率が高く粘度の低下も大きかった（表２、
３）。
　発芽率は経時的に改善される傾向にあり、処理温度が
高いほど改善傾向が大きかった（表４）。
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表４　発芽率（％）

表１　消化液の曝気処理における温度別性状変化

表２　灰分から推定した有機物分解率（％）

表３　粘度の経時的変化（単位：センチポアズ）

注）表の（　）内は発育不良の割合


